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２５００年前のギリシャの医師ヒポクラテスの
“病気の本態・医療・医師”への鋭い洞察について

東京大学名誉教授／初代医学教育国際協力研究センター長

加我 君孝

診察しているヒポクラテス像（コス島）

第100回東大医学教育セミナー
2017.6.16（金） 医図書333

ヒポクラテスの生涯
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アテナイの学堂

ソクラテス アリストテレスプラトン

ピュタゴラス ヘラクレイトス

ディオゲネス

プロティノス

初期ギリシャ医学・哲学者のおおよその活動年代図

ヒポクラテス
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１．世界の医学のルーツ

ヒポクラテス（４６０～３７０BC）

西洋医学のルーツで医師のヒポクラテスは2500年前にギリシャのエーゲ海の
コス島で生まれた。両親が亡くなってからギリシャの各地を訪れ診療にあたり、
35歳になって再び故郷のコス島に戻り、患者の診療の経験に基づいて思索を
巡らし、それをパピルスの文書に残した。そのたくさんの文書は地中海に面した
エジプトのアレキサンドリアの図書館に収集された。アレキサンドリア文書の
写本がヨーロッパの各地に伝わり、われわれもその写本の翻訳を日本語で
読むことが出来る。
ヒポクラテスは100歳前後でギリシャ中部のラリッサで亡くなったとされる。

高齢で亡くなったためか世界各地のヒポクラテスの肖像は想像して描かれた
ものであるが、老人の顔ばかりである。わが国のヒポクラテス像は江戸時代に
長崎出島よりもたらされたオランダの医学書のヒポクラテス像の模写に描かれた
ものである。これは江戸時代の医師が西洋医学の父とされるヒポクラテスを
オランダの医学書で発見し、オランダ医学への傾斜とヒポクラテス賛美へつながった。

（緒方富雄：日本におけるヒポクラテス賛美）

２．若き日のヒポクラテス

コス島博物館の大理石像



2017/6/16

4

３．高齢期のヒポクラテス

石川大浪筆（1797） 源秀飛筆（1823）

『ヒポクラテス全集』には、

何が書かれているか？
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東京大学医学図書館所蔵 （１９８５年購入）

１

２

３

ヒポクラテスの木
（鈴懸の木、プラタナス）
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東京大学医学図書館前

各医科大学等のヒポクラテスの木
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東京医科大学校校歌
（東京医科大学HPより）

ヒポクラテスとコス島
（エーゲ海の小島）
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コス島の地図

西表島とほぼ同じ面積

“コス島からトルコまで観光船で２０分”
と書かれた看板
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2015.9 朝日新聞

コス島Miaouli海岸にあるヒポクラテスの像

ヒポクラテスの誓いの儀式
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コス島の“ヒポクラテスの木”

Agora（市民集会場）

Odeon（奏楽堂）
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Chusto（体育館）

屋外施設

屋内施設

古代オリンピック
（ペロポネソス半島のオリンピア）

紀元前７７６～後３０３（１０７９年間）

“ゼウスの祭典” ４年に１回

◆短・中・長距離

◆五種競技
（徒競走、円盤投げ、槍投げ、走り幅跳び、レスリング）

◆ボクシング

◆競馬

◆戦車競走
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「古代ギリシャー時空を超えた旅ー」（2016）

「古代ギリシャー時空を超えた旅ー」（2016）
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近代オリンピック

第１回
１８９６（アテネ）

第３０回
２０１６（リオデジャネイロ）

第３１回
２０２０（東京）

１２０年間

Asklepion（医学の神の神殿）
３層のテラスからなる

レベル３からの眺望 ドーリア式の柱（レベル２）
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医学の神 Asklepios像
なぜ、“Snake”をあしらっているのか？

ヒポクラテスによる
診断・治療・予後

～どのように記述しているか～



2017/6/16

15

奉納された足や手の素焼き

耳を表した奉納浮彫り

「古代ギリシャー時空を超えた旅ー」（2016）
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１．「耳」の記述（１）

“急性中耳炎”

激しい稽留熱をともなう耳の激痛は危険である。患者が錯乱状態に陥って

死ぬ恐れがあるからである。そこで、ここは急所なのだから、発病の第１日目

からただちにすべての徴候に気をつけなければならない。この病気によって、

若い患者は７日目かもっと早く死亡するが、年をとった患者はもっとずっと

遅く死ぬ。というのも、発熱と錯乱状態は年寄りにはいっそうおこりにくく、

そのために耳に化膿がおこるほうが先になるからである。しかし、こういう

年代の場合は、病気が再発して大部分の患者が死亡する。一方、若いほう

の患者は、耳に化膿がおこる前に死ぬ。ただし、耳から白い膿が流れ出れば、

若いほうの患者は、ことに他にも何か良好な兆候が現れる場合には、

助かるものと予想される。

難聴の種類
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１．「耳」の記述（２）

“音が聞こえるしくみについて”

体の自然性が、医術について考える際の出発点である。

まず音が聞こえてくるところには穴が開かれている。耳に近い

ところにある穴は音の聞き分けにはほとんど役に立たず、

そこでは騒音や叫び声しか聞こえないが、膜を通じて脳へ

入った音ははっきり聞こえる。膜に通じているこの穴だけが

脳の近くまで達している。鼻にはこうした穴はなく、海綿の

ように小さな孔がたくさんあるだけである。そのため音は

はなれていても聞こえるが、匂いは鼻から遠ざかると消散

するからである。

２．鼻の病気（鼻出血）（１）

“鼻出血”の治療

頻繁に多量の鼻血が出る人には、顔色が蒼白ならば生の

ブドウ酒を少量飲ませるとよいが、顔色が赤らんでいるときは

そうするのは避けること。なお、飲んでもあまり頭に症状が

現れない人には生のブドウ酒は効果的であるが、それ以外の

人には効果がない。鼻から激しく出血しているときに、それを

無理に止めると、痙攣をおこすようになる場合がある。この

痙攣は瀉血を行えば解消する。
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２．鼻の病気（鼻出血）（２）

“鼻出血”の予後

春の初めになると、焼熱病が流行し始め、秋分に至るまでつづいていた。春あるいは夏のはじめに

なってすぐこの病気にかかった者は、死者は少しでたものの、大半が回復した。だが秋になり、雨が

降ってから病気にかかるとこれは危険となり、死者はより多数にのぼった。ところで焼熱病の症状

からみると、鼻からしかるべき出血が多量にみられた者は、とくにこれのおかげで生命をとりとめた。

私のしるかぎり、こうした気候のもので、鼻からしかるべき出血がありながら、死亡したものは一人も

いなかった。ところが、ピリスコスやエバミノン、シレノスの場合は、四日目あるいは五日目に鼻から

ほんのわずかの出血しかみられず死亡した。また、大半の患者は分利が近づいたころに悪寒が

生じたが、とくに鼻出血のみられなかった者に顕著であった。彼らには悪寒と同時にさらに発汗が

あった。また、患者によっては、六日目になって黄疸の徴候を示した者がいたが、彼らの場合、

排尿による膀胱からの浄化、下痢、または多量の（鼻）出血が回復に役立った。

鼻ポリープ摘出の図
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いくつかの医師の墓から出土した医療器具

「古代ギリシャー時空を超えた旅ー」（2016）

鉗子

小型メスの柄

医療用ヘラ 薬さじ兼探り棒

外科用フック

３．咽喉頭疾患（１）

“舌”

舌を見るとどんな漿液が多いかがわかる。

舌が黄色のは胆汁による。その胆汁質は脂肪に由来する。

舌が赤いのは血液に由来する。黒いのは黒胆汁に由来する。

舌が乾いているのはすすけた炎症や子宮の病気に由来する。

白いのは粘液に由来する。
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３．咽喉頭疾患（２）

“扁桃炎”

扁桃炎にかかると、あごの下が両側とも腫れ、外から触ると

硬く、のどびこ全体が炎症をおこす。植物の葉でつくった

温かいうがい薬でうがいさせる。

ブドウ酒とオリーブ油に入れて煮た穀物の粉で温罨法を

施す。外から触って腫瘍が軟らかくなったと思えるときは、

小刀で孔をあける。

３．咽喉頭疾患（３）

“失声”

ある娘が崖から落ちて、声が出なくなった。患者は

寝返りをうって悶え苦しみ、夜、多量の血を吐いた。

落ちたとき体の左側を打ったため出血は多量だった。

苦しみながら蜂蜜水を飲んだ。ぜいぜいとのどを

鳴らした。七日目、声が出るようになった。

熱がやわらいだ。回復した。
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４．「神聖病」（１）

ヒポクラテスが医学に貢献した最大のものの１つは、『聖なる病について』
という論文である。これは、てんかんにまつわる抜きがたい迷信を事実上
一掃する快挙であったからである。

「はじめてこの病気（てんかん）を神々のせいであるとしたひとびとは、
私には、魔法師、聖職者ぶる人、にせ医者、ほら吹きのような輩であったと
しか思われないのであり、そして今となっては、自らを大変信心深く、他人
よりもの知りだといいふらしている輩である・・・・・・。私は、誓っていうが
“人間の体が神によって汚される”、“もっと不純なるものがもっと聖なる
ものによって汚される“というようなことが適切な考えだとは、どうしても
思えないのである。この病気は、他の病気と同様に神の作ったものでは
ないと私は思うのである。この病気は他の病と同じように治り得るものである」

４．「神聖病」（２）

ヒポクラテスは、てんかんの原因は感覚、運動、知性の座
である脳にあると信じていた。Penfieldが指摘しているように、
近代の神経学者の考えからみてさえも、このヒポクラテス
の著作は、脳に関する古い時代の論述の中で最高のもので
ある。それは、てんかん患者を診察し、その発作を観察した
医師によって書くことのできた、まさに傑作としかいいようがない。
医学文献の中でこれに比肩すべきものは、ずっと後になって、
Hughlings Jacksonが全く同じ方法で研究の緒をひらいたこと
以外にはほとんど類例を見出し難い。
てんかんは20世紀になってドイツの精神科医Bergerによって

脳波が記録されるようになって初めてわかるようになり、
現在に至る。
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脳波を発見した
Hans Berger （1873‐1941）

５．「脳卒中」

脳卒中に関するヒポクラテスの格言集の至るところに

近代的な常識—たとえば「脳卒中に罹り易い年齢は４０歳

から６０歳の間である」とか、「しびれや意識障害の突然の

発作は脳卒中の重大な前兆である」などがみられる。

さらに、おそらく、くも膜下出血と思われる症候についても

その格言集の中に書かれている。

「もともと元気な人が突然頭部に激しい痛みを感じ、話が

できなくなって倒れ、ひどいいびき声を発するようになれば、

高熱を出さない限り１週間で死ぬ。」
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６．「失語症」

『疾病（Epidemics）』の中には、右上肢の麻痺と、言葉を発し

得なくなった妊産婦の片麻痺とけいれんの例を記載しているが、

これはおそらく失語症の最初の医学的文献であろう。

「湾岸通りに住む婦人。妊娠３ヵ月目に熱病にかかった。

突然、腰の痛みにおそわれ、第３病日に痛みは頭部、頸、右の

鎖骨全体におよんだ。時ならずして舌は言葉を発し得なくなり、

けいれんにつづいて右下肢が麻痺し、半身不随におちいった。

彼女の言葉はうわごとに近い・・・。第４病目：言葉は依然はっ

きりしないが、麻痺はすでに消退し・・・。ほぼ第１４病目には

・・・危険期を脱し、解熱した。」

ディオスコリデスの『薬物誌』

ディオスコリデス（紀元後40年頃～90年）

古代ギリシャの医者、薬理学者、植物学者
“薬理学・薬草学の父”
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『ディオスコリデスの薬物誌』（1983）

ヒポクラテスの処方

１ 下痢にはソラマメを煮て与える

２ 目薬は酸化物とサフランと植物の核と鉛白とミルクを１２：５：１：１：１の割合
で混ぜる

３ のどの病気は寒気がしたら小麦とブドウ酒

４ 落ち着きのない患者、悪寒戦慄のある患者にはブドウ酒とミルクを与える

５ 排尿困難は瀉血すると治る

６ 発熱に対してレンズマメと黍（キビ）とヒョウタン

７ 腸の傷にはミルクとブドウ酒を等量与える

８ 眼や耳にはレンズマメや果物や野菜は良くない

９ ハッカは目や歯に悪し

10 豆類を欠かさず食べると脚力が弱くなり膝の痛みを伴いやすい
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ヒポクラテスの

“医師の心得”と“誓い”

古典ギリシャ時代の医師による診療風景

Sourina J‐C. Hisoire de la Medicine et des Medicins Larouise 1991
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医師の心得Ⅰ

医師の心得Ⅱ
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“Life is short but Art is long”

このＡｒｔは何を意味するか

ENT & audiology news, Vol.24, No.6, p.49 (2016)
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最後に…….
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ヒポクラテスの誓い
（訳：大橋博司）




